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あ
た
た
か

な
陽
光
を
う

け
て
開
い
た

小
さ
な
つ
ぼ

み
を
見
つ
け
、

春
の
訪
れ
に

心
が
は
ず
ん

だ
。鎌

倉
・
扇

ガ
谷
の
谷
戸

の
つ
き
あ
た

り
に
あ
る
臨

済
宗
建
長
寺

派
・
海
蔵
寺

で
カ
イ
ド
ウ

が
見
ご
ろ
を

　
　
　
　

海
蔵
寺
の
カ
イ
ド
ウ

文　
　

小
林
千
穂

写
真　

松
原
省
吾

鎌
倉
木き

樹ぎ

め
ぐ
り　　
⑫

迎
え
て
い
る
。
こ
の
寺
は
も

と
は
真
言
宗
の
寺
だ
っ
た
が
、

１
３
９
４
年
に
上
杉
氏
定
が
禅

宗
の
寺
と
し
て
再
建
し
た
。

カ
イ
ド
ウ（
ハ
ナ
カ
イ
ド
ウ
）

は
、
中
国
原
産
の
バ
ラ
科
リ
ン

ゴ
属
の
落
葉
樹
。葉
に
先
立
ち
、

枝
先
に
サ
ク
ラ
ン
ボ
の
よ
う
に

細
長
い
花
柄
を
伸
ば
し
、
３
〜

７
個
の
紅
桃
色
の
つ
ぼ
み
を
下

垂
さ
せ
る
。
花
は
半
八
重
咲
き

で
径
４
㎝
ほ
ど
。
楊
貴
妃
の
故

事
に
ち
な
み
、「
睡
花
」「
睡
れ

る
花
」
と
も
呼
ば
れ
る
。

妙
本
寺
、
光
則
寺
な
ど
鎌

倉
に
は
カ
イ
ド
ウ
の
名
所
が
多

く
、
こ
の
時
期
、
花
巡
り
も
。

昨
年
５
月
に
創
立
１
５
０
周

年
を
迎
え
た
逗
子
市
立
小
坪
小

学
校
（
池
上
慎
吾
校
長
）
で
３

月
15
日
に
「
気
球
体
験
」
が
行

わ
れ
、
約
５
０
０
人
が
集
ま
っ

た
。昨

秋
に
天
候
不
良
で
延
期
と

な
っ
て
い
た
目
玉
企
画
で
、
児

童
、
教
師
や
保
護
者
も
交
え

た
搭
乗
者
１
３
７
人
が
校
舎
の

高
さ
を
超
え
る
大
き
な
熱
気
球

に
７
、８
人
ご
と
に
乗
り
込
み
、

地
上
約
15
ｍ
ま
で
上
昇
し
た
。

卒
業
式
を
前
に
父
子
で
参

加
し
た
６
年
生
の
北
川
景か

げ

悠ひ
さ

く

ん
は
「
思
っ
た
よ
り
高
く
て
怖

か
っ
た
け
ど
楽
し
か
っ
た
」
と

上
空
か
ら
手
を
振
っ
た
。「
違

う
視
点
で
世

界
が
見
え
た
」

な
ど
の
感
想

も
あ
っ
た
。
同

記
念
事
業
委
員

会
の
村
上
知
子

実
行
委
員
長
は

「
子
ど
も
た
ち

の
記
憶
に
残
る

よ
う
な
企
画
に

し
た
か
っ
た
。

楽
し
い
思
い
出

に
な
っ
た
と
思

う
」
と
話
し
、

記
念
誌
の
発
行

５
０
０
冊
に
向

け
て
も
意
欲

を
見
せ
て
い
た
。

同
校
は
１
８
７
４
（
明
治
７
）

年
に
香こ

う

蔵ぞ
う

寺じ

（
現
小し

ょ
う

坪へ
い

寺じ

）
本

堂
を
仮
校
舎
と
し
た
「
鷺

さ
ぎ
の

浦う
ら

学

舎
」
と
し
て
創
立
。
翌
年
小
坪
小

学
校
と
な
り
、
１
８
９
８
年
（
明

「
人
生
１
０
０
年
時

代
」
と
言
わ
れ
て
い

る
昨
今
、
日
本
相
撲

協
会
が
１
０
０
周
年

を
迎
え
、
そ
の
記
念

式
典
を
予
定
し
て
い
る
そ
う

で
す
▼
鎌
倉
市
は
１
９
３
９

年
に
「
鎌
倉
町
」
と
「
腰
越
町
」

が
合
併
し
て
誕
生
し
て
い
る

の
で
、
市
政
と
し
て
は
１
０
０

年
に
満
た
な
い
▼
一
方
で
、

１
９
１
５
年
に
設
立
し
た
一

般
社
団
法
人
鎌
倉
同
人
会
が

２
０
２
５
年
に
１
１
０
周
年

を
迎
え
ま
す
▼
鎌
倉
同
人
会

は
、
鎌
倉
市
内
で
最
も
古
い

社
会
貢
献
団
体
で
す
▼
現
在

も
創
立
者
た
ち
の
意
志
を
受

け
継
い
で
、
実
朝
忌
俳
句
大

会
、
栄
西
ま
つ
り
、
鎌
倉
歌

壇
さ
き
が
け
源
実
朝
公
顕
彰

歌
会
、
文
化
講
座
、
歴
史
講

座
、
映
画
会
、
石
碑
の
建
立
・

保
全
な
ど
、
鎌
倉
の
文
化
の

発
展
向
上
の
た
め
活
動
を
継

続
し
て
い
ま
す
▼
同
同
人
会

の
１
１
０
周
年
記
念
式
典
が

６
月
に
開
催
さ
れ
る
そ
う
で
、

楽
し
み
で
す
。 

（
Ｎ
）

　
▼
若
宮
例
祭
　
３
日
10
時
、

鶴
岡
八
幡
宮
。

　
▼
旗
上
弁
財
天
社
例
祭
　
６

日
11
時
、
鶴
岡
八
幡
宮
。

　
▼
銭
洗
弁
財
天
宇
賀
福
神
社

中
祭
　
６
日
10
時
式
典
、
11
時

神
楽
、
狂
言
。

　
▼
初
巳
例
大
祭
　
６
日
10

時
、
江
島
神
社
。

　
▼
釈
迦
如
来
立
像
開
扉
・
忍

性
塔
公
開
　
７
日
11
〜
16
時
、

８
日
10
〜
16
時
、
極
楽
寺
。

　
▼
灌
仏
会
（
花
祭
り
）

８
日
各
寺
院
。

　
▼
丸
山
稲
荷
社
例
祭
　
９
日

10
時
、
鶴
岡
八
幡
宮
。
　

　
▼
千
部
会
　
13
日
10
時
半
稚

児
行
列
、11
時
法
要
。
妙
本
寺
。

　
▼
源
頼
朝
公
墓
前
祭
　
13
日

10
時
半
、
頼
朝
の
墓
。

　
▼
鎌
倉
ま
つ
り
　
13
日
10

時
行
列
巡
行
、
15
時
静
の
舞
。

19
・
20
日
10
時
野
点
席
。
（
３

面
に
ご
案
内
）

　
▼
義
経
ま
つ
り
　
19
日
13
時

法
要
、
演
奏
な
ど
。
満
福
寺
。

　
▼
鎖
大
師
正
御
影
供
大
祭

19
日
11
時
御
開
帳
。
青
蓮
寺
。

　
▼
武
内
社
例
祭
　
21
日
10

時
、
鶴
岡
八
幡
宮
。

　
▼
昭
和
祭
　
29
日
10
時
、
鶴

岡
八
幡
宮
。

4月

小
坪
小
学
校
創
立
１
５
０
周
年
記
念

気
球
か
ら
母
校
眺
め
る
夢
体
験

熱
気
球
に
手
を
振
る
児
童
ら
＝
３
月
15
日
、
小
坪
小

避
難
所
の
現
状
を
医
師
ら
が
説
明

十
二
所
果
樹
園
で
植
樹
祭

福
祉
事
業
者
の
支
援
の
話
も

鎌
倉
風
致
保
存
会
60
周
年
記
念
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　「
車
検
を
通
す
か
迷
っ
て
い

る
」「
免
許
返
納
を
考
え
て
い

る
」
―
そ
ん
な
と
き
に
頼
れ
る

の
が
、
地
域
密
着
の
車
買
取
専

門
店 

ハ
ッ
ピ
ー
カ
ー
ズ
鎌
倉

店
で
す
。

　
丁
寧
な
対
応
と
納
得
の
高
額

査
定
で
、
た
く
さ
ん
の
お
客
様

に
ご
満
足
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
出
張
査
定
は
無
料
。
実
績

豊
富
な
坂
野
代
表
が
ご
自
宅
ま

で
伺
い
ま
す
。

　
査
定
額
に
納
得
で
き
な
け
れ

ば
、
お
断
り
い
た
だ
い
て
構
い

い
。

　「
愛
車
を
高
く
、
安
心
し
て

手
放
し
た
い
」―
そ
ん
な
方
は
、

ぜ
ひ
一
度
ご
相
談
を
。

ハ
ッ
ピ
ー
カ
ー
ズ 

鎌
倉
店

☎
０
４
６
７
・
81
・
４
６
４
１

H
P: hc-kam

akura.jp

９
時
〜
18
時
・
定
休
日
な
し

ク
ル
マ
の
売
却
、
迷
っ
た
ら
ご
相
談
を

車
売
る
な
ら
ハ
ッ
ピ
ー
カ
ー
ズ
鎌
倉
店

「鎌倉朝日を見たとお伝えください」

ま
せ
ん
。
無
理
な
営
業
や
し
つ

こ
い
連
絡
も
一
切
な
し
。
初
め

て
の
方
で
も
安
心
で
す
。

　
ま
た
、「
古
い
」「
キ
ズ
が

多
い
」「
走
行
距
離
が
多
い
」

な
ど
で
他
社
に
断
ら
れ
た
お

車
も
、
最
低
２
万
円
以
上

（
１
６
０
０
㏄
以
下
は
５
千
円

以
上
）
で
買
取
保
証
。
契
約
後

の
減
額
は
な
く
、
代
金
は
そ
の

場
で
現
金
払
い
。

　
名
義
変
更
後
に
は
、
必
ず
書

面
で
ご
報
告
し
ま
す
。
最
後
ま

で
安
心
し
て
お
任
せ
く
だ
さ

葉
山
町
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
の

た
め
に
３
年
前
か
ら
推
進
し
て

い
る
「
は
や
ま
エ
シ
カ
ル
ア
ク

シ
ョ
ン
」。
地
球
や
人
間
社
会
に

と
っ
て
よ
り
良
い
取
り
組
み
を

し
て
い
る
事
業
者
や
団
体
の
功

績
を
称
え
る
「
は
や
ま
エ
シ
カ

ル
ア
ワ
ー
ド
２
０
２
５
」
の
表

彰
式
が
３
月
２
日
葉
山
町
福
祉

文
化
会
館
で
行
わ
れ
、
１
２
０

人
が
集
ま
っ
た
。

基
調
講
演
で
鎌
倉
在
住
の
エ

は
や
ま
エ
シ
カ
ル
ア
ワ
ー
ド
表
彰

エ
シ
カ
ル
を
世
界
へ
発
信

住
宅
地
を
歩
い
て
い
る
と
敷

地
を
シ
ー
ト
で
囲
い
、
住
宅
を

壊
し
て
い
る
所
を
目
に
し
ま
す
。

築
30
年
前
後
の
家
が
機
械
で
無

惨
に
千
切
ら
れ
る
様
に
壊
さ
れ

て
い
ま
す
。
理
由
は
兎
も
角
ま

だ
ま
だ
材
料
と
し
て
十
分
使
え

る
物
ば
か
り
で
す
。
土
台
や
柱
・

梁
な
ど
は
紫
外
線
に
当
た
っ
て

い
な
い
の
で
、
建
て
た
時
と
殆

ん
ど
変
わ
ら
な
い
色
艶
を
し
て

い
ま
す
。

在
来
軸
組
み
工
法
で
建
て
ら

れ
た
住
宅
は
、
間
取
り
の
変
更

や
改
装
が
で
き
る
様
に
造
ら
れ

て
い
ま
す
の
で
、
ど
の
様
な
希

望
で
も
基
本
的
に
応
じ
ら
れ
ま

す
。
風
呂
・
ト
イ
レ
・
洗
面
・
キ
ッ

チ
ン
の
取
り
換
え
な
ど
は
簡
単

に
で
き
ま
す
し
、
間
取
り
の
変

更
や
、
位
置
の
変
更
・
壁
を
取

り
除
い
て
部
屋
を
広
く
し
た
り
・

和
室
を
洋
間
に
替
え
る
事
な
ど

は
簡
単
に
で
き
ま
す
。
ま
た
、

重
た
い
瓦
か
ら
軽
い
材
料
へ
の

変
更
な
ど
の
家
全
体
の
耐
震
補

強
工
事
も
、
今
の
基
準
の
数
値

に
合
わ
せ
て
引
っ
越
さ
ず
に
、

住
み
な
が
ら
工
事
が
で
き
ま
す
。

工
事
期
間
中
、
毎
日
が
現
場

見
学
会
で
す
。ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー

な
ど
の
多
く
は
、「
危
な
い
・
危

険
」
と
い
う
理
由
で
作
業
現
場

を
施
主
に
も
見
せ
ま
せ
ん
。
住

宅
を
手
に
す
る
方
法
が
変
わ
っ

て
き
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。
野

菜
や
果
物
・
肉
・
魚
だ
っ
て
何

処
の
誰
が
ど
ん
な
肥
料
で
ど
ん

な
方
法
で
育
て
た
か
を
気
に
し

て
い
ま
す
。
あ
な
た
の
近
く
に

い
る
、
顔
が
見
え
る
地
元
の
業

者
を
育
て
て
下
さ
い
。

■
日
向
建
設
　
鎌
倉
市
大
船
１
―
15
―
３

☎
０
４
６
７
・
47
・
５
４
５
４
　http://www.hyuuga.co.jp

甦
れ
、日
本
住
宅

131
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る
。
コ
ウ
ボ
ウ
ム
ギ
な
ど
の

緑
の
中
に
ハ
マ
ダ
イ
コ
ン
や

ハ
マ
ヒ
ル
ガ
オ
な
ど
の
花
が

咲
く
。
特
に
４
月
か
ら
５
月

に
か
け
て
花
盛
り
。
少
し
離

れ
て
長
者
ヶ
崎
が
横
た
わ

り
、
目
を
転
じ
れ
ば
江
の
島

や
箱
根
、
富
士
山
ま
で
見
え

る
。
風
光
明
媚
と
言
え
ば
確

か
に
そ
う
。
で
も
、
こ
こ
に

は
暮
ら
し
も
あ
る
。
草
原
の

先
に
は
小
さ
な
漁
船
が
海
に

向
か
っ
て
待
機
し
て
い
る
。

そ
の
姿
に
風
景
の
す
べ
て
が

意
味
を
持
っ
て
く
る
よ
う
な

気
が
し
た
。
水
彩
72
×
63
㎝

　
葉
山
一
色
海
岸
に
は
海
浜

植
物
に
覆
わ
れ
た
砂
浜
が
あ

86

「
一
色
海
岸
」黒

川　

明

シ
カ
ル
協
会
末
吉
里
花
代
表

が
、
人
や
地
球
環
境
に
対
す
る

影
響
を
考
え
て
行
動
す
る
「
エ

シ
カ
ル
」
の
考
え
方
や
、
そ
れ

に
沿
う
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
選

ん
だ
り
購
入
し
た
り
す
る
「
エ

シ
カ
ル
消
費
」
を
解
説
。
そ
の

後
、「
は
や
ま
エ
シ
カ
ル
ア
ク
シ

ョ
ン
」
賛
同
事
業
者
の
１
７
３

団
体
か
ら
選
ば
れ
た
３
団
体
が

表
彰
さ
れ
た
。

特
別
賞
は
森
山
神
社
土
曜
朝

市
。
15
年
来
開
催
し
て
い
る

毎
週
土
曜
の
朝
市
で
、
容
器

包
装
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
代

わ
り
に
不
要
の
印
刷
物
を
使

い
、
物
々
交
換
の
「
ぐ
る
ぐ

る
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
を
行
う
な

ど
リ
ユ
ー
ス
意
識
を
高
め
る

憩
い
の
場
を
展
開
。

優
秀
賞
はTelacoya

旅

す
る
小
学
校
。
自
然
か
ら
学

ぶ
教
育
理
念
で
小
学
生
を
対

象
に
実
践
型
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
を
実
施
。
地
元
漁
師
に
海

産
物
の
加
工
を
学
ん
だ
り
、

催
し
で
使
う
食
器
を
竹
で
作

っ
た
り
、
ゴ
ミ
を
出
さ
な
い

工
夫
な
ど
独
自
性
の
あ
る
教
育

が
評
価
さ
れ
た
。

最
優
秀
賞
は
建
設
業
の
ス
タ

ー
ホ
ー
ム
。
断
熱
性
の
高
い
省
エ

ネ
住
宅
の
推
進
、
障
害
者
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
の
経
営
や
地
域
住
民

の
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
め

ざ
す
取
り
組
み
が
評
価
。
星
武

司
代
表
取
締
役
は
「
今
後
は
高

齢
者
の
孤
食
を
防
ぐ
宅
食
事
業

に
も
取
り
組
み
た
い
」
と
展
望
。

受
賞
者
を
交
え
た
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
１
０
０

年
後
の
葉
山
の
た
め
に
今
日
か

ら
で
き
る
こ
と
を
考
え
る
時
間

と
な
っ
た
。 

（
Ｋ
）

  

鎌
倉
市
演
武
会

　
武
道
　
団
体
が
演
武

鎌
倉
の
10
武
道
団
体
が
一
堂

に
会
し
て
演
武
を
披
露
す
る

「
鎌
倉
市
演
武
会
」
が
３
月
９

日
、鎌
倉
武
道
館
で
開
か
れ
た
。

市
の
委
託
を
受
け
、
市
ス
ポ
ー

ツ
協
会
が
主
管
。

小
学
生
か
ら
80
代
の
高
齢
者

ま
で
約
１
５
０
人
の
会
員
が
日

頃
の
練
習
の
成
果
を
披
露
。
合

気
道
連
盟
の
巧
妙
な
「
入
身
」

と
「
転
換
」
の
体
捌
き
、
剣
道

い
の
で
、
実
際
に
訪
ね
な
く
て

も
、
写
真
集
を
見
る
よ
う
な
楽

し
み
方
も
で
き
る
一
冊
で
あ

る
。〈
鎌
倉
だ
よ
り
〉
と
し
て

お
土
産
に
し
た
り
遠
方
の
友
人

に
送
る
の
に
も
最
適
。

１
６
８
頁
、１
９
８
０
円
（
税

込
）、
冬
花
社
刊
☎
０
４
６
７
・

23
・
９
９
７
３

◆
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
『
四
季
の

花
巡
り
』
を
５
人
に
。
住
所
、
氏

名
、年
齢
、電
話
番
号
を
記
入
し
、

１
面
題
字
下
住
所
へ
。
４
月
10

日
消
印
有
効
。
多
数
抽
選
。

『
古
都
写
真
家
・
原
田
寛
と
ゆ
く 

    

か
ま
く
ら

     

四
季
の
花
巡
り
』

 

　
　
写
真
・
文
　
原
田
寛

鎌
倉
は
四
季
を
通
し
て
花
を

楽
し
め
る
街
で
あ
る
。
買
い
物

や
通
勤
の
途
上
で
、
美
し
く
咲

く
花
に
心
癒
さ
れ
る
こ
と
が
あ

る
。
本
書
は
、
徒
歩
で
巡
れ
る

21
の
コ
ー
ス
を
紹
介
し
て
い

る
。
写
真
と
文
は
、
鎌
倉
を
基

点
に
奈
良
、
京
都
と
古
都
の
魅

力
を
発
信
し
て
い
る
〈
古
都
写

真
家
〉
の
原
田
寛
氏
。

ペ
ー
ジ
を
め
く
っ
て
い
く

と
、
鎌
倉
に
住
み
な
が
ら
訪
ね

た
こ
と
が
な
い
花
の
名
所
が
た

く
さ
ん
あ
る
こ
と
に
気
付
き
、

一
つ
ず
つ
で
も
行
っ
て
み
よ
う

か
と
い
う

気
持
ち
が

湧
い
て
く

る
。
ま
た
、

各
コ
ー
ス

と
も
写
真

が
大
き
く

扱
わ
れ
て

い
て
美
し

連
盟
と
な
ぎ
な
た
連
盟
の
異
種

試
合
の
真
剣
勝
負
、
テ
コ
ン
ド

ー
協
会
は
小
学
生
ら
が
機
敏
に

体
を
回
転
し
な
が
ら
板
割
り
を

行
い
＝
写
真
、
空
手
道
連
盟
の

全
国
優
勝
・
中
学
生
選
手
の
見
事

な
「
型
」
や
「
組
手
」
な
ど
各
団

体
の
演
武
に
観
客
か
ら
大
き
な

拍
手
が
送
ら
れ
た
。
そ
の
あ
と

「
体
験
の
部
」
も
行
わ
れ
、
来
場

者
は
各
々
武
道
と
親
し
ん
だ
。

第
１
回
み
ら
い
ふ
る
鎌
倉

ぼ
っ
ち
ゃ
８
地
区
大
会

み
ら
い
ふ
る
鎌
倉
事
務
局
長

　 

萩
原
小
夜

ぼ
っ
ち
ゃ
を
通
し
て
会
員
相

互
の
親
睦
と
居
場
所
づ
く
り
を

し
よ
う
と
、
昨
年
５
月
か
ら
月

１
回
始
め
た
「
み
ら
い
ふ
る
鎌

倉
ぼ
っ
ち
ゃ
カ
フ
ェ
」
も
こ
の

２
月
で
10
回
を
終
え
、
集
大
成

と
し
て
３
月
８
日
鎌
倉
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
「
第
１
回
み
ら
い
ふ

る
鎌
倉
ぼ
っ
ち
ゃ
８
地
区
大

会
」
を
実
施
し
た
＝
写
真
。
悪

天
候
と
寒
さ
に
負
け
ず
各
地
区

代
表
と
ス
タ
ッ
フ
含
め
49
人
が

集
ま
り
、
地
区
対
抗
戦
の
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

令
和
７
年
度
は
地
域
交
流
を

推
進
し
、
多
く
の
方
々
に
楽
し

ん
で
い
た
だ
け
る
企
画
を
し
て

い
ま
す
の
で
、
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

『
谷
崎
禮
讃

　

谷
崎
潤
一
郎
を
め
ぐ
る

　
　
　
　
　

人
々
と
の
出
会
い

』

　
　
　
　
　
　
今
　
令
子
著 

鎌
倉
・
小
町
通
り
の
「
お

も
ち
ゃ
の
ち
ょ
っ
ぺ
ー
」
と
い

え
ば
知
る
人
ぞ
知
る
鎌
倉
の
玩

具
屋
さ
ん
だ
が
、
昨
年
創
業

１
０
０
周
年
を
迎
え
た
こ
と
、

女
主
人
の
今
令
子
さ
ん
（
73
）

が
大
学
時
代
、
谷
崎
潤
一
郎
を

テ
ー
マ
に
卒
論
を
書
い
た
こ
と
、

ご
主
人
と
谷
崎
の
本
の
話
題
で

会
話
が
は
ず
み
、
結
婚
に
至
っ

た
こ
と
を
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。

谷
崎
の
評
論
作
品
『
陰
翳
禮

讃
』
で
谷
崎
の
美
意
識
に
魅
せ

ら
れ
た
今
さ
ん
は
、
谷
崎
研
究

を
通
し
て
、
谷
崎
の
妻
・
松
子

夫
人
や
谷
崎
の
著
書
の
挿
絵
や

装
丁
を
手
掛
け
た
日
本
画
家
・

樋
口
富
麿
氏
ら
多
く
の
人
々
と

出
会
い
、
長
く
つ
き
あ
い
を
つ

づ
け
て
き
た
。
し
か
し
、
ほ
と

ん
ど
の
方
々
が
鬼
籍
に
入
ら

れ
、
自
分
自
身
も
古
希
を
過
ぎ

た
。
保
管
し
て
き
た
松
子
夫
人

か
ら
の
手
紙
や
谷
崎
の
自
筆
原

稿
な
ど
、
自
分
の
死
後
に
散
逸

し
て
し
ま
う
の
は
し
の
び
な

く
、
卒
論
を
も
と
に
１
冊
の
本

に
ま
と
め
、
そ
れ
ら
資
料
の
一

部
を
写
真
に
撮
り
収
録
し
た
。

今
さ
ん
は
、「
若
い
世
代
に
、

谷
崎
が
と
な
え
た『
陰
翳
禮
讃
』

の
美
意
識
、
日
本
人
の
真
髄

を
引
き
継
い
で
も
ら
い
た
い
」

と
願
っ
て
い
た
。
２
８
６
０

円
（
税
込
）、
港
の
人
刊
☎

０
４
６
７
・
60
・
１
３
７
４

「
エ
シ
カ
ル
」
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

治
31
）
年
、
現
在
地
に
新
校
舎
が

完
成
し
同
寺
か
ら
移
転
。
関
東
大

震
災
で
の
被
害
や
財
政
難
で
一

時
廃
校
と
な
り
逗
子
小
学
校
の

分
教
場
に
な
る
が
、
１
９
４
１

（
昭
和
16
）
年
３
月
再
び
小
坪
尋

常
小
学
校
と
し
て
独
立
。
戦
中

の
横
須
賀
市
と
の
合
併
に
よ
る

改
称
な
ど
混
迷
の
時
代
を
経
て

現
在
に
至
っ
て
い
る
。 

（
Ｋ
）

「
湘
南style

の
在
宅
医
療

（
特
別
編
）〜
私
た
ち
が
大
事
に

し
て
い
る
こ
と
」
の
講
演
会
が

３
月
８
日
、
鎌
倉
芸
術
館
で
開

か
れ
た
。
こ
の
講
演
会
は
、
湘

南
お
お
ふ
な
ク
リ
ニ
ッ

ク
の
長
谷
川
太
郎
院
長

の
企
画
で
、
在
宅
医
療

に
関
わ
る
様
々
な
職
種

の
人
や
一
般
に
向
け

年
に
２
回
ほ
ど
開
催
し

て
お
り
、
７
回
目
。
今

回
は
「
大
船
中
学
校
が

避
難
所
に
な
っ
た
ら

…
想
像
し
て
み
ま
せ
ん

か
？
」
を
テ
ー
マ
に
し

た
講
演
会
に
医
療
関
係

者
や
自
治
会
、
一
般
市

民
ら
約
１
０
０
人
が
参
加
し
た

＝
写
真
。

鎌
倉
市
総
合
防
災
課
か
ら
市

の
避
難
所
開
設
の
現
状
や
、
在

宅
避
難
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ

た
。
そ
れ
か
ら
阪
神
・
淡
路
大

震
災
の
支
援
経
験
の
あ
る
医
師

か
ら
当
時
の
状
況
や
災
害
関
連

死
の
話
を
聞
い
た
。
能
登
半
島

地
震
の
支
援
で
は
、
福
祉
避
難

所
を
設
置
し
た
災
害
支
援
チ
ー

ム
代
表
は
認
知
症
の
人
々
を
ど

う
支
え
た
か
の
話
も
あ
り
、
石

川
県
立
看
護
大
学
か
ら
支
援
に

駆
け
つ
け
た
紺
家
千
津
子
教
授

は
現
場
で
の
看
護
体
験
や
褥

じ
ょ
く

瘡そ
う

ケ
ア
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

長
谷
川
代
表
は
「
医
師
な
ど

専
門
職
だ
か
ら
被
災
者
を
支
援

で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
支
援

す
る
側
は
、
人
そ
れ
ぞ
れ
い
ろ

い
ろ
な
理
由
、
状
況
が
あ
る
の

だ
か
ら
被
災
者
に
寄
り
添
っ
て

話
を
聞
く
こ
と
が
大
事
」
と
リ

ス
ペ
ク
ト
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
重
要
性
を
強
調
し
た
。

鎌
倉
の
自
然
と
文
化
財
を
後

世
に
伝
え
よ
う
と
活
動
す
る
鎌

倉
風
致
保
存
会
が
設
立
60
周
年

を
記
念
し
て
３
月
１
日
、
十
二

所
果
樹
園
で
植
樹
祭
を
行
い
、

会
員
ら
約
40
人
が
参
加
し
た
。

　
十
二
所
果
樹
園
は
同
会
が
保

有
し
保
全
し
て
い
る
緑
地
の
一

つ
で
、
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
敷
地

に
ウ
メ
や
ク
リ
、
ユ
ズ
な
ど
が

植
え
ら
れ
て
い
て
季
節
ご
と
に

収
穫
が
楽
し
め
る
。

ち
ょ
う
ど
ウ
メ
が
見
ご
ろ
を

迎
え
た
園
内
で
、
会
員
た
ち
は

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
　

植
樹
を
行
っ
た
＝
写
真
。

オ
オ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
、
ヤ
マ

ボ
ウ
シ
、
サ
ル
ス
ベ
リ
な

ど
の
落
葉
高
木
11
種
類
26

本
が
植
え
ら
れ
た
。
標
高

１
４
９
ｍ
の
展
望
台
で
母

親
と
い
っ
し
ょ
に
株
立
１
・

５
ｍ
ほ
ど
の
ナ
ツ
ツ
バ
キ

を
植
え
た
横
浜
市
港
南
区

の
櫻
井
は
な
さ
ん
（
７
）
は
、

急
な
階
段
を
上
っ
て
苗
を
運

び
、
掘
っ
て
あ
っ
た
穴
に
植
え
、

土
を
か
け
て
支
柱
を
立
て
保
護

テ
ー
プ
を
巻
い
て
、
仕
上
げ
に

水
や
り
、
と
大
活
躍
。
自
分
の

誕
生
日
の
６
月
初
め
頃
花
が
咲

く
と
聞
い
て
「
見
に
来
る
」
と

笑
顔
を
輝
か
せ
た
。

同
会
は
、「
御お

谷や
つ

騒
動
」
と

呼
ば
れ
る
市
民
運
動
を
き
っ
か

け
に
１
９
６
４
年
12
月
に
設
立

し
た
日
本
最
初
の
ナ
シ
ョ
ナ

ル
ト
ラ
ス
ト
団
体
。
昨
年
60
周

年
を
迎
え
、
コ
ン
サ
ー
ト
や
展

示
会
、
歴
史
ウ
ォ
ー
ク
な
ど
を

行
っ
て
い
る
。
年
度
内
に
記
念

誌
を
発
行
予
定
。

「
葉
山
町
制
１
０
０
周
年
記

念
神
輿
パ
レ
ー
ド
が
２
月
23
日

行
わ
れ
た
。
大
人
神
輿
４
基
、

子
ど
も
神
輿
２
基
に
加
え
、
笛

太
鼓
を
奏
で
る
子
ど
も
た
ち
の

お
囃
子
と
山
車
４
台
が
集
結
。

神
輿
を
出
せ
な
か
っ
た
会
の

担
ぎ
手
ら
も
応
援
に
合
流
し
、

１
０
０
年
に
一
度
の
、
葉
山
史

上
初
約
１
０
０
０
人
の
壮
大
な

渡と

御ぎ
ょ

が
実
現
し
た
。

パ
レ
ー
ド
は
国
道
１
３
４
号

線
旧
役
場
前
か
ら
御
用
邸
前
ま

で
の
約
５
０
０
ｍ
で
行
わ
れ
、

相
州
葉
山
一
色
木き

遣や
り

保
存
会
の

力
強
い
歌
声
を
先
頭
に
、
森
山

神
社
の
気
品
あ
る
葱そ

う

華か

輦れ
ん

神
輿

を
担
ぐ
一ひ

ろ

色い
ろ

興こ
う

友ゆ
う

會か
い

＝
写
真
＝

と
上
山
口
の
鎮
守
杉
山
神
社
の

葉は

杉す
ぎ

會か
い

、
堀
内
の
５
団
体
か
ら

は
葉
山
あ
ず
ま
神
輿
保
存
会
と

40
年
の
歴
史
を
持
つ
眞
名
瀬
會

の
ど
っ
こ
い
神
輿
が
参
加

し
、
森
山
社
葉
山
童ど

う

遊ゆ
う

會か
い

と

下
山
口
若
葉
子
ど
も
会
の
子

ど
も
神
輿
も
加
わ
っ
た
。
御

用
邸
前
の
交
差
点
で
は
各
神

輿
の
差
し
上
げ
が
最
高
潮
の

見
せ
場
と
な
り
、
ゴ
ー
ル
地

点
の
主し

ゅ

馬め

寮り
ょ
う

公
園
ま
で
沿

道
は
見
物
の
人
で
あ
ふ
れ

た
。 

（
Ｋ
）

１
０
０
年
に
一
度
の
渡
御
に
千
人

葉
山
町
制
１
０
０
周
年
神
輿
パ
レ
ー
ド
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